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はじめに 

 
本研究は、プロジェクト研究「職業能力開発に関する労働市場の基盤整備のあり方に関す

る研究」の一部である。同プロジェクト研究においては、教育訓練サービスの供給側（プロ

バイダー）と需要側（労働者）の双方から、日本社会における職業能力開発の実態解明に取

り組んでいる。

本研究は教育訓練サービス需要側からのアプローチに位置付けられ、労働者個人がどのよ

うに職業能力を身につけ、キャリアを形成しているかについて探ろうとするものである。一

人ひとりの労働者のキャリア形成の実態をインタビューを通じてつぶさに調べ、マクロ的視

点では十分になしえない問題の把握と分析を行うことを目的としている。

 本研究では、インタビューの調査対象者として、1970 年からおよそ 10 年にわたって行わ

れた「若年労働者の職業適応に関する追跡研究」における「進路追跡調査」の対象者に協力

を求めることとした。「進路追跡調査」は、雇用職業総合研究所（当時）と国立教育研究所（同）

とが共同で行った調査である。その後、しばらくは調査をしていなかったため、今回は約 25

年ぶりの調査である。調査開始時に対象者の方々の年齢は 15 歳頃であったが、現在は 50 歳

前後に達している。

 すでに本調査については、労働政策研究報告書№27『個人のキャリアと職業能力形成』に

おいて第一次的な整理を行ったところであるが、これに続いて、本報告書では、テーマを設

定した詳細な検討をまとめている。

 最後に、調査にご協力くださった対象者の方に、あらためて心からお礼を申し上げたい。

2006 年３月     
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